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自己紹介

通年

・島根大学ものづくり部 Pimに所属

・Rubyプログラミング少年団に所属

2016年

・Ruby合宿参加

・Ruby会議08 プログラミングコンテスト学生部門優勝

2017年

・島根県のIT会社にインターン&アルバイト

・第2回スモウルビー甲子園ブース出展のリーダー

2018年

・大学の研究でスモウルビー 3.0の開発に携わる。

武本 和久
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スモウルビー

命令ブロック Rubyプログラム

➢ビジュアルプログラミング言語
➢命令ブロックとRubyプログラムで
相互変換可能



実用例１

➢ 小・中学生向けプログラミング教室
➢ 月2回程度

Rubyプログラミング少年団



実用例２

大学生が本気でスモウルビーで作成したゲーム



スモウルビーの課題

とどこが違うの？

Q.

と同じにしたい
A.

むしろ



スモウルビーの課題

但し、Rubyにも触れる機会を増やしたい



スモウルビーの課題

•スモウルビー の主な機能は以下の４つ

(a)Scratch と同じ機能を有すること

(b)命令ブロックからRubyプログラムに変換できること

(c)Ruby プログラムから命令ブロックに変換できること

(d)ハードウェア (スモウルボット) の制御

（a）を実現するにはどうすればいい？



私の研究

研究でなくてもやってみたい

研究テーマ

研究にした理由

『Scratch と同じ機能を有すること 』
を実現するにはどうすればいい？



Scratch 3.0とスモウルビー3.0

2019年1月2日に正式版リリース予定の最新版 Scratch

Github上にMIT LICENSEで公開されている

つまり、改良して公開できる

2018年４月

スモウルビー3.0 をNPO法人 Rubyプログラミング少年

団 理事長 高尾宏治と共同開発を始める

Scratch 3.0

スモウルビー3.0



開発環境

⚫ 開発スタイル

◆ Scratch 3.0と同じ環境で開発を行う

（開発言語はJavaScriptのライブラリであるReactを使う）

◆ Scratch 3.0を改良し、Githubでコードを共有

⚫ 開発イメージ



開発での連携方法

Slack

会議リモートワーク

コードレビュー

学生とエンジニアが密接に
開発している！！



スモウルビー3.0の機能

ビジュアルプログラミング

実行中でもコードが変更できる実行中はコードを変更できない



スモウルビー3.0の機能

Rubyへの変換機能

瞬時に反映



Rubyへの変換機能の実装

• scratch-blocksのGeneratorクラスを利用
• 命令ブロックからコードを生成するフ
レームワークを提供
• workspaceToCode: 全体
• blockToCode: 1つの命令ブロック
• valueToCode: 数値などの値



Rubyへの変換機能の実装
・具体例：10歩動かす scratch-blocks/blocks_vertical/motion.js

move(10)

変換



Rubyへの変換機能の実装
・具体例：10歩動かす scratch-blocks/blocks_vertical/motion.js

smalruby3-gui/src/lib/ruby-generator/motion.js

move(10)

変換

motion_movesteps

”name”: “STEPS”



スモウルビー3.0の機能

その他にもいろんな機能を実装予定

➢ Rubyから命令ブロックへの変換

➢.rb形式でのファイルダウンロード

➢ruby環境での実行



デモ



教育観点でのスモウルビー

学習要素

【Web】スモウルビー3.0の内部

【ライブラリ】gem

【Ruby】Rubyタブ

【ハードウェア】スモウルボット

【考える力】ビジュアルプログラミング

年齢

小学生
（プログラミング教室等）

中学生
（プログラミング教室等）

高校生
（授業・コンテスト等）

高専・大学生
（授業・サークル等）

大人
（エンジニア等）

様々な年代の方が関わっている



まとめ

一人でも多くの方が
プログラミングを好きに
なる環境を作っていきたい


